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チケット
インフォメーション

三鷹市芸術文化振興財団（芸術文化センター内）
@47―5122  http://mitaka.jpn.orgHP

芸術文化センター　星のホール
★黒澤明のすべて～全30作品連続上映
５月13日G各回昼の部 11:00上映開始
夜の部16:30上映開始
全席指定　一般＝1,000円　会員＝900円
学生＝800円　
２本立て／昼の部・夜の部入替制

チケット発売日　
会員＝4月13日e、一般＝4月14日f

日本が世界に誇る巨匠“黒澤明”監督作
品全30本の連続上映が始まります！
月に１日ずつ来年秋まで続きます！
「姿三四郎」（1943年・白黒）
出演：藤田進　大河内傅次郎　轟夕起子
月形龍之介
黒澤明の記念すべき監督デビュー作。主
人公姿三四郎が、柔道を通じて人間的に
成長していく姿を繊細かつダイナミック
に描いた痛快娯楽作品。
「続姿三四郎」（1945年・白黒）
出演： 藤田進　月形龍之介　河野秋武
轟夕起子　森雅之
敗戦間際に封切られた「姿三四郎」の続
編。前作後の三四郎の格闘遍歴を描く。
三四郎が極寒の雪山で壮絶な死闘を繰り
広げるクライマックスから目が離せない。

★第7回太宰を聴く～太宰治朗読会
６月18日A14:00開演
全席指定 会員＝1,350円　一般＝1,500円
学生＝1,000円
チケット発売日　
会員＝4月19日d、一般＝4月26日d

朗読：長塚京三
朗読作品：
「帰去来」（昭和18年）
「故郷」（昭和18年）
太宰治は昭和14年か
ら、疎開時代を除き
昭和23年にこの世を
去るまでこの三鷹の
地で暮らしました。太宰の眠る禅林寺は
芸術文化センターのすぐ近くにあります。
今回はテレビ、映画、舞台にと、幅広い
分野で渋い演技をみせてくれる長塚京三
さんの登場です。チケットはお早めに！
※冒頭に５分間程度、三鷹市・筑摩書房
の共同主催による第22回太宰治賞の受賞

者のご紹介があります。

芸術文化センター　風のホール
★悠久の地・インドの伝統音楽
～ジャラタラング、サントゥール、
タブラー＆天竺尺八の魅力　
5月20日G17:00開演
全席指定　会員＝3,000円
一般＝3,500円　学生＝2,000円
出演：ミリンド・トゥランカール（ジャ
ラタラング、サントゥール） ニーレシ
ュ・ラナディヴェ（タブラー） ティ・
エム・ホッフマン（天竺尺八、箏） 笠
原直人（タンブーラ）
ジャラタラングとはお茶碗に水を張って
音階を奏でる楽器です。インドの古典・
民族音楽を尺八や箏などの和楽器とも合
わせて、名士たちによる演奏でお楽しみ
ください。

チケットのお求め方法
発売初日は10:00から電話とインターネットで受け
付けます。窓口販売は翌日からとなります。
●電話予約 芸術文化センター@47－5122
●インターネット販売 http://mitaka.jpn.org
（AM3:00～6:00は休止します）
●窓口販売 芸術文化センター／三鷹市美術ギャラリ
ー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生証を拝見します。
●販売時間・休館日 10：00～19：00 月曜日休館
●プレイガイド チケットぴあ　@0570－02－9999
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・
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を
含
む

高
校
生
以
上
の
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で
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と
し

て
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聴
者
の
方
。
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
コ
ー
ス
別
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別
表
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開
催
し

ま
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。

▽
各
コ
ー
ス
と
も
５
月
23
日
〜
平

成
19
年
２
月
20
日
の
火
曜
日
（
全

30
回
）
と
、
補
講
２
日
間
。
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ず

れ
も
①
昼
の
部
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午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
）
と
②
夜
の
部
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午

後
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時
50
分
〜
８
時
50
分
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の
２

ク
ラ
ス
開
催
。
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３
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別
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負
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４
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７
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き
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成
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市
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話
講
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希

望
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①
コ
ー
ス
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、
昼
夜
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別
・
②
住
所
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③
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・
④
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話
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絡

が
と
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フ
ァ
ク
ス
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・
⑤
手
話
講
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修
了
コ
ー
ス
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（
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了
年
度
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・
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手
話
学
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年
数
・
⑦
手
話
サ
ー
ク
ル
に
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し
て
い
る
方
は
サ
ー
ク
ル
名
・
⑧

在
勤
（
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学
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方
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と
所
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、
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話
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を
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５
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三
鷹
市
役
所
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域
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
」
へ
郵
送
で
申
し
込

む
。
申
込
多
数
の
場
合
は
４
月
18

日
∏
に
抽
選
。

※
通
訳
コ
ー
ス
は
４
月
29
日
¥

に
選
考
試
験
を
実
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し
ま
す
。

※
初
級
・
中
級
コ
ー
ス
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修
了
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コ
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と
は
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き
ま
せ
ん
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級
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ー

ス
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ー
ス
選
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だ
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た
方
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り
、
１
回
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み
再
受
講
で
き
ま
す
。

※
中
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上
級
コ
ー
ス
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成

17
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初
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中
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コ
ー
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し
た
方
を
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（
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了
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し
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い
。
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対
象
は
市
内
在
住
の
学
生
を
除

く
18
歳
以
上
の
市
民
。
市
か
ら
受

講
料
の
一
部
助
成
も
あ
り
ま
す
。

◆
開
設
講
座

①
「
開
発
学
入
門
」
高
橋
一
生
教

授
＝
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
10
時
10
分
〜
11
時
20
分
、
②

「
国
際
関
係
と
言
語
」
マ
ー
ハ
・

ジ
ョ
ン
教
授
（
言
語
＝
英
語
・
日

本
語
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週
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木
曜
日
の
午

後
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時
15
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〜
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③
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１
」
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語
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午
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後
０
時
30
分
、
④
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ー
タ
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前
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⑤
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文
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と
経
済
」
マ
ラ
ー
ニ
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・
シ
ョ
ウ
ン
教
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言
語
＝
英

語
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週
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・
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・
金
曜
日
の

午
前
10
時
10
分
〜
11
時
20
分
、
⑥

「
ア
メ
リ
カ
社
会
・
文
化
論
」
マ

ラ
ー
ニ
ー
・
シ
ョ
ウ
ン
教
授
（
言

語
＝
英
語
）
＝
毎
週
月
・
水
曜
日

の
午
前
８
時
50
分
〜
10
時
、
⑦

「
国
際
社
会
学
」
新
津
晃
一
非
常

勤
講
師
＝
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午

後
３
時
10
分
〜
４
時
55
分

◆
募
集
人
数

若
干
名

◆
受
講
料

１
科
目
１
万
５
千
円

（
１
学
期
１
科
目
を
限
度
と
し
て

２
千
500
円
を
市
が
助
成
）

◆
教
材
費

実
費
負
担

▼
４
月
３
日
b
〜
６
日
e
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）
に
同
大
学
公
開
講
座

担
当
係
（
大
沢
３
―
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―
２
本
部

棟
２
階
）
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２
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む
。

◆
開
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講
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（
前
期
）
の
主
な
講
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全
25
講
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教
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門
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リ
ス
ト
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世
界

１
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時
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時
20
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、
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リ
ス
ト
教
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「
キ
リ

ス
ト
教
と
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歴
史
１
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徳
善

義
和
名
誉
教
授
＝
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週
火
曜
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の

午
後
１
時
10
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〜
２
時
40
分
、
社

会
福
祉
学
部
門
「
老
人
福
祉
の
諸

問
題
」
市
川
一
宏
学
長
＝
毎
週
金

曜
日
の
午
後
１
時
10
分
〜
２
時
40

分
、
臨
床
心
理
学
部
門
「
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
実
技
の
基
本
」
加
藤
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教
授
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
前
８
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50
分
〜
10
時
20
分

◆
募
集
人
数

若
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１
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目
５
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を
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と
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て
２
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500
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◆
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▼
４
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11
日
c
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後
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30
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（
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前
11
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45
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０
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45
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く
）
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で

（
４
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、
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・
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務
課
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―
10
―
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５
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む
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く
わ
し
く
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各
大
学
ま
た
は
生

涯
学
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課
@
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６
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社
会
教
育
会
館
で
自
主
学
習

グ
ル
ー
プ
に
講
師
を
派
遣

市
内
で
活
動
中
の
自
主
学
習
グ

ル
ー
プ
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ほ
か
の
公
共
機
関
の
助

成
を
受
け
て
い
た
り
、
営
利
や
政

治
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
グ
ル
ー

プ
は
除
き
ま
す
。

◆
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ

◇
講
師
派
遣
期
間
　
６
月
５
日
b

〜
平
成
19
年
３
月
31
日
g

▼
４
月
３
日
b
〜
５
月
２
日
c
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
社
会

教
育
会
館
へ
申
し
込
む
。
申
込
用

紙
な
ど
は
同
館
（
本
館
・
東
館
・

西
館
）
で
配
布
。

※
説
明
会
（
５
月
11
日
e
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
同
館
本
館
）

に
代
表
者
が
必
ず
参
加
す
る
こ
と

（
不
参
加
の
グ
ル
ー
プ
は
申
込
不

可
）。
募
集
数
50
団
体
（
申
込
多

数
の
場
合
は
過
去
５
年
間
で
派
遣

回
数
の
少
な
い
グ
ル
ー
プ
を
優
先

し
、
同
数
の
場
合
は
抽
選
）。

◆
障
が
い
者
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ

（
障
が
い
者
を
中
心
と
す
る
市
民

15
人
以
上
）

◇
講
師
派
遣
期
間
　
５
月
１
日
b

〜
平
成
19
年
３
月
31
日
g

▼
４
月
４
日
c
〜
13
日
e
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
に
社
会
教
育

会
館
へ
申
し
込
む
。
申
込
用
紙
は

４
月
４
日
c
か
ら
同
館
（
本
館
・

東
館
・
西
館
）
で
配
布
。

※
調
整
会
議
（
４
月
17
日
b
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
、同
館
本
館
）

で
決
定
し
ま
す
。
代
表
者
は
必
ず

出
席
す
る
こ
と
。
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会
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育
会
館
@
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２
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２
１

「
み
た
か
平
和
映
画
祭
」

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

「
み
た
か
平
和
映
画
祭
」（
３

月
４
日
開
催
）会
場
で
の
募
金
で
、

９
千
376
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
に
送
金
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

の
地
滑
り
災
害
被
災
者
の
医
療
支

援
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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コース会場（予定） 定員 対象者・応募資格

初級 公会堂別館 昼・夜 初めて手話を学び、会話程度の技
各30人 術を身につけたい方。

昼・夜 初級修了者または同程度の技術を
中級 福祉会館 各30人 もち、専門語を習得し聴覚障がい

者の生活を学びたい方。

昼・夜 中級コース修了者または同程度の
上級 福祉会館 各25人 技術をもち、「三鷹市登録手話通

訳者」をめざす方。

通訳 福祉会館 昼・夜「三鷹市登録手話通訳者」をめざ
各20人 す方。選考試験があります。

平成18年度
就学援助申し込み
継続希望の方も申請を
市立小・中学校に在学または
入学するお子さんをお持ちで、
経済的にお困りの家庭に、給食
費や学用品費などを援助します。
s新学期に学校から配布される
「就学援助費受給申請書」に必要
事項を記入し、４月14日ªまで
に学校へ提出してください（郵
送も可）。
※認定審査は年度ごとに行い
ますので、継続して希望する方
も改めて申請してください。
くわしくは学務課@内線3233
または各学校へ。

国
際
基
督
教
大
学
・
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
の
市
民
聴
講
生
募
集

国
際
基
督
教
大
学

４
月
11
日
∏
〜
６
月
17
日
º

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

４
月
12
日
π
〜
７
月
14
日
ª

★印の公演には託児サービスがあります。
※料金500円、要予約、対象：１歳から未就学児、定員10人

JR三鷹駅（南口）CORAL5階
@79-0033 http://mitaka.jpn.org/gallery/HP

休 館 日：月曜日
観覧時間：午前10時～午後8時＊入館は午後7時30分まで
観 覧 料：一般600円、学生（高・大）300円（65歳以上、

中学生以下および障害者手帳をお持ちの方は無料）
主　　催：ú三鷹市芸術文化振興財団・三鷹市美術ギャラリー、

朝日新聞社
詩人大岡信 (1931～)は、1950年代後半からは美術評論家と
しても活動していました。さまざまなジャンルの芸術家た
ちとの交流の中で集められたコレクションから約150点を厳
選し、初めて一般に公開します。

「大岡信コレクション展」では、来館者（主に小学生）と一緒に
対話形式でギャラリートーク（１回30分程度）をしていただく
無償ボランティア・ガイドを募集します。対象は平日および研修
に参加できる方。作品に関する知識を説明する解説型ガイドでは
ありませんので、未経験の方もお気軽にどうぞ。
研 修 日：4月19日π午前10時30分～午後3時。
講　　師：ＮＰＯＭＡＧ-ｎｅｔ
応募方法：4月15日º（必着）までに履歴書を「〒181－0013
下連雀3―35―1三鷹市美術ギャラリー」へ郵送または直接申
し込む。

詩人の眼
大岡信コレクション展
4月I5日［土］～5月28日［日］ 瀧

口
修
造

《M
A
N
R
A
Y

》

１
９
７
６
年

美術や美術館の楽しさを伝える ボランティア・ガイド募集

長塚京三


